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§１．研究成果の概要 

 

2020 年度は以下の３点について研究を実施した。(1) 三次元点群位置合わせの高速化：本研

究計画は「近傍探索処理の高速化」を目指すものである。近傍探索処理を直接的に用いる応用処

理として「三次元点群処理」、特に「三次元点群位置合わせ」が挙げられる。私のチームは既存の

最高精度の三次元点群位置合わせ手法を３倍程度高速化することに成功した。(2) ARM 上の高

速探索実装の検討：エッジ上での高速探索を目指し、ARM 上で高速に実装するライブラリの構築

を進めている。(3) アウトリーチ：本研究計画に関する内容について、国際会議 CVPR、および国

際会議 ACM Multimedia にてチュートリアル講演を行い、国際的なプレゼンスを高めた。 
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